
 

NEWS RELEASE 
平成３０年３月２３日 

都 内 企 業 の 景 況 感 
－第 129 回企業動向調査結果 平成 30 年 2 月実施－ 

 

 

 

 

   

前回（10 月調査）  今回（2 月調査）  先行き[今後６ヵ月間の見通し] 
 

◎ 都内中小企業の景況は悪化、先行きは回復の見通し。 

      

1. 都内中小企業の景況は、自社業況判断ＤＩ*が

前回の 23.9 から今回 13.0 へと、10.9 ポイント

低下し、悪化している。先行きについて同ＤＩ*

は 20.7 へと上昇する見通し。 

 

2. 売上高ＤＩ*は、前回の17.9から今回8.6へと9.3

ポイント低下、経常利益ＤＩ*は、16.2 から 3.5 へ

12.7 ポイント低下した。先行きについて売上高

ＤＩ*、経常利益ＤＩ*ともに上昇する見通し。 

 

3. 価格ＤＩを見ると、販売価格 DI は、今回 14.9 と

7.6 ポイント上昇、仕入れ価格ＤＩは 35.6 と 8.6

ポイント上昇した。先行きは、販売価格 DI、仕

入れ価格ＤＩともに上昇する見通し。 

 

4. 資金需要ＤＩをみると、設備資金需要ＤＩ*は、前

回の 8.0 から今回 6.7 へと 1.3 ポイント低下し、

運転資金需要ＤＩ*は 8.2 から 4.7 へと 3.5 ポイン

ト低下した。先行きは、両ＤＩ*ともに上昇する見

通し。 

 

5. 金融機関借入難易感ＤＩは、今回 28.2 と 3.5 ポ

イント上昇、資金繰りＤＩは、11.3 と 0.3 ポイント

低下した。 

 

6. 経営上の問題点は、「労働力不足・求人難」が

シェア 21.1％で前回同様第 1 位となった。第 2

位は、「人材難」が 18.1％、第 3 位は、「同業他

社との競合」が 12.6％、第 4 位は、「売上不振」

で 9.5％、第 5 位は、「原材料高・仕入価格高」

で 8.6％、第 6 位は、「人件費等経費の増加」で

6.1％、第 7 位は、「合理化不足」で 4.8％、第 8

位は、「後継者難」の 4.0％であった。 

 （景気指標 DI） 前回 ⇒ 今回 ⇒ （先行き）

 自社業況判断 DI* 23.9 ⇒ 
13.0

（前回予想 21.8）
⇒ 20.7

 売上高 DI* 17.9 ⇒ 
8.6

（前回予想 23.1）
⇒ 16.3

 経常利益 DI* 16.2 ⇒ 
3.5

（前回予想 17.2）
⇒ 8.2

 販売価格 DI 7.3 ⇒ 14.9 ⇒ 15.4

 仕入れ価格 DI 27.0 ⇒ 35.6 ⇒ 36.4

 製造業製品在庫 DI* -4.2 ⇒ -5.3 ⇒ ・・・

 設備資金需要 DI* 8.0 ⇒ 6.7 ⇒ 12.7

 運転資金需要 DI* 8.2 ⇒ 4.7 ⇒ 6.5

 
金融機関借入 

難易感 DI 
24.7 ⇒ 28.2 ⇒ ・・・

 資金繰り DI 11.6 ⇒ 11.3 ⇒ ・・・

     

 (経営上の問題点) (前回％)       (今回％) 

 労働力不足・求人難 18.0 ⇒ 21.1  

 人材難 16.2 ⇒ 18.1  

 同業他社との競合 14.8 ⇒ 12.6  

 売上不振 9.1 ⇒ 9.5  

 原材料高・仕入価格高 7.1 ⇒ 8.6  

 人件費等経費の増加 8.0 ⇒ 6.1  

 合理化不足 4.9 ⇒ 4.8  

後継者難 3.7 ⇒ 4.0  

     

   
 

１．ＤＩ値は、アンケート回答総数を 100％とした場合の、「好転」又は「増加」企業割合から「悪化」又は「減少」企業割合を差し引いた数値です。 

２．天気図は自社業況判断*､売上げ*、経常利益*、設備資金需要*の４指標の平均値（前回 16.5、今回 7.9、先行き 14.5)で判断したもの。前回は「晴れ」、今回は

「晴れ時々曇り」、先行きは「晴れ」。 

３．季節調整済みの指標には、*マークを添付。原数値の指標はマークなし。 

４．「先行き」「見通し」は、今後 6 ヶ月間の見通し。 

 

東京都民銀行 経営企画部 広報室 〒160-8432 東京都新宿区新宿 5-9-2 ℡ 03-6380-5577（代表） 
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東京都民銀行（頭取：坂本 隆）は、東京圏の中小・中堅企業を主な対象に年３回、景況調査を実施しており

ます。このほど、平成 29 年 11 月～平成 30 年 2 月の実績見込みによる前年同時期との比較、および調査時点

以降 6 カ月の見通しについての「第 129 回企業動向調査」の結果がまとまりましたのでご報告いたします。 

 

今回調査の概要： 

１．調査対象企業数 904 ３．回答企業の構成比 
  

２．回答企業数 267  （件数） （％構成比） 

（回収率 29.5％） 製 造 業 102  38.2

  非 製 造 業 165  61.8

  合 計 267  100.0

     

  従 業 員 ３０人以下 116  43.4

  従 業 員 ３１～９９人 86  32.2

  従 業 員 １００人以上 65  24.4

 

１．自社業況判断、売上、利益 

 

 

（１） 自社業況判断ＤＩ 

 

自社業況判断ＤＩ*は、前回の 23.9 から、今

回 13.0 と 10.9 ポイント低下した。中小企業の

景況は悪化している。 

 

業種別で見ると、製造業のＤＩ*は 4.7 と 15.4

ポイント低下し、非製造業のＤＩ*は 18.3 と 8.0

ポイント低下した。 

 

製造業の個別 14 業種のなかでは、その他

製造業など 8 業種のＤＩが低下した。 

 

非製造業の個別 7 業種のなかでは、卸売

など 2 業種のＤＩが低下した。 

 

先行き（今後 6 ヵ月間）については、製造

業、非製造業ともに上昇する見通し。 

 

（図１）業況判断ＤＩ*の推移 

 前々回

（6 月） 

前回 

（10 月） 

今回 

（2 月） 
見通し 

全産業 12.5 23.9 13.0 20.7 

製造業 12.7 20.1 4.7 20.9 

非製造業 12.9 26.3 18.3 21.6 
 

 

-100

-80

-60

-40

-20

0

20

40

60

1997 2000 2003 2006 2009 2012 2015 2018

景気後退期 業況判断ＤＩ*

製造業* 非製造業*

見通し

-20

-10

0

10

20

30

2016 2017 2018

見通し

今回（2月）

ＤＩ値：13.0



- 2 - 

（２）売上高ＤＩ 

 

売上高ＤＩ*は、前回の 17.9 から今回、8.6

へと 9.3 ポイント低下した。 

 

業種別で見ると、製造業のＤＩ*は今回、4.6

と前回から 7.0 ポイント低下、非製造業のＤＩ*

は 12.1 と 10.2 ポイント低下した。 

 

製造業の個別 14 業種のなかでは、その他

製造業など 7 業種のＤＩが低下した。 

 

非製造業の個別 7 業種のなかでは、卸売

など 4 業種のＤＩが低下した。 

 

 先行き（今後 6 ヵ月間）については、製造

業、非製造業ともに上昇する見通し。 

 

(図２)売上高ＤＩ*の推移 

 前々回

（6 月） 

前回 

（10 月） 

今回 

（2 月） 
見通し 

全産業 8.6 17.9 8.6 16.3 

製造業 13.2 11.6 4.6 12.1 

非製造業 4.7 22.3 12.1 18.9 
 

  
（３）経常利益ＤＩ 

 

経常利益ＤＩ*は、今回 3.5 と、前回の 16.2

から 12.7 ポイント低下した。 

  

業種別では、製造業のＤＩ*は今回 1.9 と前

回から 8.3 ポイント低下、非製造業のＤＩ*は今

回 4.8 と 15.6 ポイント低下した。 

 

製造業の個別 14 業種のなかでは、その他

製造業など 7 業種のＤＩが低下した。 

 

非製造業の個別業種のなかでは、卸売な

ど 3 業種のＤＩが低下した。 

 

 先行き（今後 6 ヵ月間）ＤＩ*は、製造業、非

製造業ともに上昇する見通し。 

（図３）経常利益ＤＩ*の推移 

  前々回

（6 月） 

前回 

（10 月） 

今回 

（2 月） 
見通し 

全産業 5.8 16.2 3.5 8.2 

製造業 11.2 10.2 1.9 13.9 

非製造業 2.1 20.4 4.8 5.8 
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２．その他の指標 

 

（４） 販売価格 

 

販売価格ＤＩは今回14.9で、前回の7.3から

7.6 ポイント上昇した。 

  

業種別では、製造業のＤＩは 2.9 と前回から

2.0 ポイント上昇、非製造業のＤＩは 22.9 と

11.0 ポイント上昇した。 

 

製造業の個別 14 業種のなかでは一般機

械など 5 業種のＤＩが上昇した。 

 

非製造業の個別 7 業種のなかでは、卸売

など 4 業種のＤＩが上昇した。 

 

先行きＤＩは、製造業は低下、非製造業は

上昇する見通し。 

（図４）販売価格ＤＩの推移 

  前々回

（6 月） 

前回 

（10 月） 

今回 

（2 月） 
見通し 

全産業 4.4 7.3 14.9 15.4 

製造業 -1.8 0.9 2.9 0.0 

非製造業 8.7 11.9 22.9 25.3 
 

  
（５） 仕入れ価格 

 

仕入れ価格ＤＩは、今回 35.6 と前回の 27.0

から 8.6 ポイント上昇した。 

  

業種別では、製造業のＤＩは今回 35.6 と 4.7

ポイント上昇し、非製造業のＤＩは 35.5 と 11.3

ポイント上昇した。 

 

製造業の個別 14 業種のなかでは、化学な

ど 7 業種のＤＩが上昇した。 

 

非製造業の個別 7 業種のなかでは、卸売

など 5 業種のＤＩが上昇した。 

 

先行きＤＩは、製造業は低下、非製造業は

上昇する見通し。 

（図５）仕入れ価格ＤＩの推移 

  前々回

（6 月） 

前回 

（10 月） 

今回 

（2 月） 
見通し 

全産業 21.7 27.0 35.6 36.4 

製造業 20.5 30.9 35.6 33.0 

非製造業 22.5 24.2 35.5 38.6 
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（６） 製商品在庫 

 

製造業製品在庫ＤＩ*は、今回-5.3 と前回の

-4.2から1.1ポイント低下し、非製造業商品在

庫ＤＩ*は、今回-15.2 と前回の-16.5 から 1.3

ポイント上昇した。 

 

 

（注）ＤＩ値*は、「不足」－「過剰」 

（注）「非製造業」は、卸売業と小売業の合計 

（図６）製品在庫ＤＩ*の推移 

 前々回 

（6 月） 

前回 

（10 月） 

今回 

（2 月） 

製造業 -6.9 -4.2 -5.3 

非製造業 -11.2 -16.5 -15.2 
 

  

（７） 設備資金需要 

 

設備資金需要ＤＩ*は、今回 6.7 と前回の 8.0

から 1.3 ポイント低下した。 

 

業種別では、製造業ＤＩ*は今回 5.9 と前回

より 1.8 ポイント上昇、非製造業 DI*は 7.5 と

3.5 ポイント低下した。 

 

製造業の個別 14 業種のなかでは、食料品

など 7 業種のＤＩが上昇した。 

 

非製造業の個別 7 業種のなかでは、建設

など 5 業種のＤＩが低下した。 

 

先行きＤＩ*は、製造業、非製造業ともに上

昇する見通し。 

（図７）設備資金需要ＤＩ*の推移 

  前々回

（6 月） 

前回 

（10 月） 

今回 

（2 月） 
見通し 

全産業 5.3 8.0 6.7 12.7 

製造業 10.3 4.1 5.9 18.2 

非製造業 1.6 11.0 7.5 9.0 
 

-80

-60

-40

-20

0

20

40

60

1997 2000 2003 2006 2009 2012 2015 2018

景気後退期

製造業製品在庫ＤＩ*

-20

-10

0

10

2016 2017 2018

今回(2月)

製造業：ＤＩ値▲5.3

非製造業：ＤＩ値▲15.2

-60

-40

-20

0

20

40

60

1997 2000 2003 2006 2009 2012 2015 2018

景気後退期 設備資金需要ＤＩ*

製造業* 非製造業*

見通し

-10

0

10

20

2016 2017 2018

見通し

今回（2月）

ＤＩ値：6.7



- 5 - 

（８）運転資金需要 

 

運転資金需要ＤＩ*は、今回 4.7 と前回の 8.2

から 3.5 ポイント低下した。 

 

業種別では、製造業ＤＩ*は今回 7.0 と前回

より 1.2 ポイント低下、非製造業ＤＩ*は 5.6 と

1.7 ポイント低下した。 

 

製造業の個別 14 業種のなかでは、輸送用

機器など 5 業種のＤＩが低下した。 

 

非製造業では建設など 3 業種のＤＩが低下

した。 

 

先行きＤＩ*は、製造業、非製造業ともに上

昇する見通し。 

（図８）運転資金需要ＤＩ*の推移 

 前々回

（6 月） 

前回 

（10 月） 

今回 

（2 月） 
見通し 

全産業 7.5 8.2 4.7 6.5 

製造業 11.0 8.2 7.0 8.0 

非製造業 5.1 7.3 5.6 5.9 
 

  

（９）金融機関借入難易感 

 

金融機関借入難易感ＤＩは、今回 28.2 で前

回の 24.7 から 3.5 ポイント上昇した。 

 

業種別では、製造業のＤＩは、今回 23.5 で

前回から 2.1 ポイント上昇、非製造業は 31.1

と 4.1 ポイント上昇した。 

 

製造業のなかでは、紙・紙加工品など 7 業

種でＤＩが上昇した。 

 

非製造業の中では、情報通信など 6 業種

でＤＩが上昇した。 

（図９）金融機関借入難易感ＤＩの推移 

  前々回

（6 月） 

前回 

（10 月） 

今回 

（2 月） 

全産業 25.9 24.7 28.2 

製造業 20.5 21.4 23.5 

非製造業 29.4 27.0 31.1 
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（１０） 資金繰り 

 

資金繰りＤＩは今回 11.3 と、前回の 11.6 か

ら 0.3 ポイント低下した。 

 

業種別では、製造業のＤＩは、今回8.8と0.9

ポイント低下、非製造業のＤＩは、今回 12.8 と

横這いだった。 

 

製造業のなかでは、その他製造業など 7

業種でＤＩが低下した。 

 

非製造業の中では、建設など 4 業種でＤＩ

が上昇した。 

（図１０）資金繰りＤＩの推移 

 前々回

（6 月） 

前回 

（10 月） 

今回 

（2 月） 

全産業 12.1 11.6 11.3 

製造業 5.4 9.7 8.8 

非製造業 16.7 12.8 12.8 
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３．経営上の問題点 

 

* 下図は、自社の経営上特に障害となっている事項として複数の○印をつけていただいたアンケート回答総数を 100％として、 

それぞれの問題点が全体の何％を占めるか構成比を算出し、2000 年～最近時点までをグラフで示したもの。  

    

 第１位は、「労働力不足・求人難」で構成比は 21.1％と、前回の 18.0％から 3.1 ポイント増加した。 

 第２位は、「人材難」で 18.1％と、前回の 16.2％から 1.9 ポイント増加した。 

 第３位は、「同業他社との競合」で、12.6％と、前回の 14.8％から 2.2 ポイント減少した。 

 第４位は、「売上不振」で、9.5％と前回の 9.1％から 0.4 ポイント増加した。 

 第５位は、「原材料高・仕入価格高」で、前回の 7.1％から 1.5 ポイント増加し 8.6％となった。 

 第６位は、「人件費等経費の増加」で、6.1％と前回の 8.0％から 1.9 ポイント減少した。 

 第７位は、「合理化不足」で 4.8％、第８位は、「後継者難」の 4.0％であった。 

 

 

（図 11） 経営上特に障害となっている事項。複数回答の％構成比の推移 
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４． 都内中小企業の景況天気図 （参考） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表は、都内経済のアンケート調査に基づいた当行独自のものです。 

天気図表示 

の意味 

      

晴れ 晴れ時々曇り 薄曇り 曇り 小雨 雨 

 

 上記景況天気図は、第９８回（2007 年 10 月）調査より、企業動向調査アンケート票に、所在地の項目を追

加したものを利用して、上記６つの地域ごとに、①自社業況判断ＤＩ、②売上高ＤＩ、③経常利益ＤＩ、④設

備資金需要ＤＩの原数値を平均した数値を基に判断した、当行独自のものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  本 件 に 関 す る お 問 い 合 わ せ 先 ： 

東京都民銀行 コンサルティング事業部 

ホームページ URL http://www.tominbank.co.jp 

<担 当  ： ㈱きらぼしコンサルティング 辻 川 > 

T E L ：  0 3 ( 5 2 8 0 ) 0 0 8 0 ( 代 ) 
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